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土壌浄化法の技術・沈殿分離槽

 

沈沈殿殿分分離離槽槽はは、、滞滞留留時時間間にによよっってて、、汚汚泥泥処処理理のの期期間間もも建建設設金金額額もも異異ななっってていいまますす。。  
一一日日位位のの滞滞留留時時間間がが確確保保さされれてていいまますすがが、、槽槽をを大大ききくくすすれればば、、汚汚泥泥処処理理のの頻頻度度をを軽軽減減  
すするる事事ががででききまますす。。槽槽をを小小ささくくししたた場場合合はは、、汚汚泥泥処処理理のの回回数数をを増増ややすす事事がが必必要要ににななりりまますす。。
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